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共役平面環状 en-yne 系は不飽和連鎖の炭素原子の p-軌道をオーバーラップすることにより連続した分
子万軌道を形成しうる口従って二重結合と完全共役をなす平面構造の環状アセチレンにおいては特別な安
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セチレン( 1 ) [2J 及びオクタアセチレン C1I ) [4J を合成し，併せて関連化合物である1，1/-ジアントリルヲ
アセチレン(][) [1J 及びテトラアセチレン(町) [3J の合成も行ないそれらの化合物の化学的ならびに物理
的性質を比較して種々の興味ある結果をえたっ環状テトラアセチレン C 1 )の合成にあたり合成上のモデル
物質としてまず1，1ペジアントリノレジアセチレン(置)を次の経路に従って合成した[1Jョ
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( 1 )について水素化を行い還元物の分子量を測定した。環状アセチレン (1) ， (1) は予想外に極めて
安定な物質である。 1・エチニノレー， 1・ブタジイニノレー， 1, 8・ジエチニノレ及び1， 8・ピスーブタジイニルアン
トラセンの電子スペクトルならびに1，1仁ジアントリルジアセチレン(亜)，テトラアセチレン (W) ， 環状
テトラアセチレン( 1 )及びオクタアセチレン (1) の電子スペクトルについて種々考察を行なった ([4J の







図し芳否核としてアントラセンを用い( 1 )および(1 )に示した環状テトラアセチレンおよび環状オクタア
セチレンの合成に成功した。
まず 1・カノレボキシアントラセンを出発物質としこれを 1・アセチルアントラセンを経て 1・エチニルアン
トラセンに導き，乙のものの酸化縮合により( 1 )のモデ、ル物質で‘ある1，1/-ジアントリルジアセチレン(][)












さらに秋山君は (1) ， (H) , (1II), (町)およびこれらの合成中間体であるアントラセン系アセチレン佑
合物の電子スペクトルを詳細に検討し興味ある知見をえた。
以上の研究は初めて芳香核を含む完全共役平面構造の環状アセチレン化合物の合成に成功しその性質の
一部を明らかにしたものであって極めて有意義な研究であり理学博士の学位論文として十分の価値がある
ものと認める。
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